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ロロ武田会長。来道沃弐心夕口口

　

全回前無刀さ友ａ火会長ｇ武田愉子さんが、阪ｇ火北方道支部の

諾万端ﾀﾞ会にま応乙仙こ酌。ヌ道ざＪ匹こ心こなりまレ尾。

　

派｀巴こわが数人の有志ヽと共に全□の筋葉刀症・建適やぼ㈹に呼

グいすて

　

曼の長旅ぼ訪運動をはじめて一年余。全口友の沓牡置

び支部などが祭賦ざ坦で｡/苗七な､く一万を姻えようとしていｙず。

そ必厄、ロウＵ長に聴情をくり返し、マスコミなどにも大き＜とり

列すら几全口の両者や岑族にど｀1 7（まど大きな励まし乙光を支尤た

力、伺九まこんぺ私たｰちも、ぶＥさんひ呼びかけご濡勃を通じて知心

ことができ／

嵐気合厨なので、荷兪を力ヽげないｊてうにレながら、皆ゼレ尺いに漱

迎しようではありまこん牡ｹﾞ

　

会長には

　

北海價は初めての地で呪

暑い。水自他い、趙臓ひような東京力、らヤごごさｊ寸。冷しく（今

年はケし冷しすぎゐぶケごすが）豊力べつてょ北海遣ざペトバり

乙体七､ｼﾞ秘ろてもらいましょう。

　

栄誉スケジ２.－ルがはっきりしましたら、ご｡７,一又N∂､ろで＼こら

　

i.らさしＪす。
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支部結成総会（家）

・含

・宿

　

場
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Z00円

100円

ｍＯ円

200円
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こﾆｰi全□㈲

言言斜子へ

右了目に9白（土）ここら卵）≫
友ａ公差支癩・恕5議会を友。零循で･向き匹ヽと路い）

ユｊ。進行についてig 、全くａ丸案ですａ･ごI、骸会前ぼ:

ｊ碧緑台ど吏屈を、ビひふヽ寄に下さい。修正したいと好い

ｊ∃ｊ。尚、出緊にﾆついては、７月21日が返事ａメ切日ざ

しす、ビひど協刀下さい。

７月29日（土）

　

即日■(B )
札帆市北＆条邸了丁目

　

目家べ発員共清燈ら礼幌宿泊所づ勣風芝

Ｌ

　

側コ箭無刀症友・公会負及びそひ療友

２

　

隔世刀症む鴫盾

　

スμ

　

家許で

　

灰夕合に入会

　　

てと秀望薄ゐ方

・参力tj費嶺

　

泗

　　　　　

努吉絵

　　　　　

総兪

　

費

（麗ヽサー ビス僻ぬき）

　　　

ダ食

　

卵0円

　　　

朝食

　　

200円

　　　

澄喰

　　

振0~250円
鮫岩ド2010ｔ２口呻ｔび

　　　　　　

収=鐘金砂七ス料）

!く上、各項目を分割し叱釧ｊ．参加看ク､希望によって、参印

されゐ行事を選双きれることﾆもあゐ乙と。宿泊(２)肩無を考文

てご乃こ乙ごす。



②会場費は、宿､２).曰中列需用料で'すａ r. 全員。ｒ要ｔ'す.

(1)参加最μ、主に医師へと司教礼、お茶お簾子癩、保育僻、

　　

パンフレ　ット印刷代、及び発送費筈ク､孚易経費とIす．

④

　

息看、家族は、Ｘ部分の方が複数で参加ざれゐと悳いますａ

　　

で、そ口)出費ば天きな椴になりますし丿也方Ｑ方は、そ匹隊

　　

費も合わ忙ると尺度な費咀じなりま万．そこで

　　

(g)地方乙丸曜乙う会員の向に顔び口受に差をlつけろ

　　

＠道に贋用命一部を支出だ亡ゐ

　　

⑧何らひク)方法ゼ、費用、宿治費乞無倚になるように１ゐ、

　　

④

　

岑付乞あフめる.

　　

μ上ひ努刀在散会前日ま七綬けたい乙鰐いＪ呵‾．

四口

主なアカジュール（雀）

／
Ｉ
ヽ
、 亡

/
-
＼

了（:）ａ（日）

ぷ陪～

ふ訪～

７吋～

ソ爵

８吋～

rO賠～

追考。医譚、及ぴ、生酒粗叙

　　　　　

（専囚衣を招き彦す）

ｏ参加は自由；ど希望ク､方、困っている

　

こしふ決名方､ｿﾞｲ呆険・こ乙芭知りたい

　

方など貳｡ぜで､ヽどうぞ

夕言（狸藻べよ多人口方と）

僻説艦（武判吸呑を囲んで）

・ふ酒などもよし七いしコぱ刄いまずが、

　

球政困儀。為、当日

　

実費乙呑ります。

ヤ一日輔了

東今べ掲示ギャグふ

更名1恥白焼池永

　

開分

Ｘ
ノ

・公長、采寡晏え

・医万師の招介

・廻遍、家族り布告乙游七

・淡湖稀賊鰻過激告

ａ支部台叩レ合ヒ



大
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口時～

口助了0分

　

・決議と.私たちａ讐求

　

・支部稲成声明

　

・支部役員選獣

　

魂

ノ昼孝

記含講演（T医師未定）

厦向他ご用意下さい，

２時又合

　

拓趙
３倚

　　

肉会

（引埓仙分記看長見）

洙･

　

恚ヽ表れて11七あろうし』4り口呟通浙園。ここ毛考文。琢

　　

目仁終アしま｡了。

米

　

保灯壮乙設け、保好営役７営生にみてモらいｊrすひで、

　　

①学士ﾕｿ下ヅぼ朕

　

勿児は。別室に聡ずけて下さい。

か

　

付与皇七設け泳丿ぶて＼朧分か貧＜なったり

　

貪れた場

　　

合じ

　

心象な・休んでＴごい。

ダ

　

当曰は

　

引大白と七多冬いで＞す／７混宛ぞするし町いｊ

　　

了ダト台今乙延めたり∧いろいみなことをヌ､ムー久に運

　　

ブ白ドしば勺寸）才でん、セ２ためには。ぜひ皆様方タうど

　　

脇ﾌﾟﾌじ耳白丁特に1万万ずしんレ会場ご八岨な剛士挙

　　

を牡癩いＴふょヽ七しダきさんが、よろしくど揚力下さい。

し稗今ヤ巾ヤソ且且］

土居ぶ発甘言しご協六合

　　　　　

ΛTを台か

ひ
∂，う

ｏだの公に三だ入分ざ友ていない方。縦タ･会を知らない方が、まだ

　

まだ多勢いると㈲レテド礼

ｏ見曰東、右様コピ‰刀ビこ0ふこい方が噺で判明しています。しか

　

レ道内には約ﾌ回グ=９追看がいると趨走さ友ていま‾7.同じ病

　

院に通っていゐすヤ、防内・方などご、筋無刀症の他者を知って

　

いる方は、拶藤死に、その方のと往跡

　

ご氏名を｡お知らｾﾞﾆ下さい。

　

前金ク)ま内を送りたい乙盾いぶす。
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そう、ゆヽ五ズ前cヵことど函ゐ。
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fり'
づ‘心を

秋嘆ふど勺
ﾌ温川べ

小樽て"、ＥＩヶ月辺した卿いぶがたくさん遡り．Ｊ＜、及達に

つれら衣で水夭茜に行ったもク)ざふふ。

逼を滉た＜／つれていってもら-７た(フ)がをまれ)。

胆川は、海から迷いのざ、ずばらしい既景ク)ぶらに具えふの
であろう。

浪渉で筒めて行逐、小高い立に登り、晴れた日など、そうｙ

ラ乙光っている爪景を混ゐのも又、瀞別であふ

帰削乙海に手を入瓦た感就。冬だというのになま遇い感

じが、々で七手必先に極っていゐ。

　

かなしい思いｾﾞｽﾞもあっ叱。

２ぱcりもヽ律か、病気が尉として、あっと｡いう向七七（心７

‾ごしま・､7ｔ、

彼かは、医大生と恋世甲で．量しい夢もみていたことどしん
忍達心匠人生皮乙

　

よく拠し合､つた（お酒など飲み:ａが
し語り令つを思い改も叱、Jさん濁る．

瓜いΞン・坦でしたがレ今まで万人生必中で、業しい両いレ匹

中のｰ一つじなってりじ必甲に残ってお約ま肌

医大比ｎ人ぱ．今は医師になわ、俯堕ク）広為に癩ｙ大敗蓉

先生になっていることごしＪごデ

私ｎここをﾊﾞ疑ヒン乞．ニ.ツクネ､一公勧寸けてべれたのも
こひ医大会ごした。゛級ヒし

釦かわＪｔん。
り意昧は、今ご七自分には

）
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二ぱ海道に七

　

いＪいぶ本折的な夏り､Ｌヽとず九で

すネ

ヌ

　

謳い署いと岨い乍らｎ毎日乙刄ト了卵八

私にレールク)うちづ｀

　

夏が一番好きごい几

斗斗夏クベ.るクがたク几よ/よのざ寸一

あ夕、ギラギラした麿ｊうヨ毛しぱ

　

刀言＜で、

稽熱的者

　

いいですタ

そ漱乙丿以べ大好泣です．私は、４ヽに回まれ

記濾村に育ちよい九フ)で乙了ぺ大勲ご．毎目

川ご＼バ｀十へり……チタヤ．で泳ぎをふヽぼえ注し化．

そして、いつ力｀　あひ犬さな青いｼﾞ毎ど、スイス、

イ(了)しまいど斗たいじ、子供/じに鬼ったｔ

Ｑごす．



そJ心なわけざ今･も７て。夏乙毛なれば海水浴へ行きたく

て、ウズ｀ウズ｀していまず。

こい７て、泳ぎが達者なj･ﾌけでｔないのごすが。

ざ･も、海一育弓の主人が、かなブち月濠なので'、主人にだけは

同/Ｃ自禰しています。

あの、やけつｚよみな貧渋を歩いたり、白い浅乞爾力ヽ片かぶ

ったわ。瀧夏の太筒を丿ンサンシいすて、全際漑黒にやいて

夏のなどりを残したい。

乙う吉いていろと、年礼乙海・尺石に公掛けてし5Jらに尚

之ますが、残秀な単に、ぶ=うそう行けま七ん→

今落はどう力ヽしら乙潮将し涙すが剪理ごしぷう謳。

早＜健豪をし卜もどさなけ片ぼ

　

おばあさんにか・で、をれ

いな水着も着られ07＜なる乙眼らと。ジリジリノあ也ってしま

います。

　　　　　　　　　　　　

八

月耳直トフき合って２た病いビ丁が．Ｊ

ちっじろ好きにな馳Ｊせん謳。

　

万

病気Jｒなって．Ｊい尊など

　

歩しも

ありｊゼ:んごしたから。

　　　　　

う

ざも。今浚ぱ'27ヽりば、病気タおかけ

ど、曹謐ｒ親しくお洽いレお話ぶご
■ 〃 ･ ･ ● ¶ ａ 〃 ･

末ゐＱごTjヽ政喜ん･ざよい力ヽ乙腎い､j:■。

本当rｒ、こ｡ク)反の会を作って下きっ馳会長きん･μ勿摘で｀すが

伊藻２んぶご尽ｽﾞﾌのお刀ヽげ＆眼いま了。おりが乙うどざいま

レｔ。

ごび､夏ばたのしみが一っβ､えＪし牝。

岩根と再会tに米る喜、貧し＜含負になられ翫方心りこおｙ･にか

ヵヽれふ辱／鋤ヽ片把のしみにしてお勺Ｊす、

冷僅そーむ｀らだに気乞つけ乍占コじたひし＜通したいと唇う



会員O):3^宅を訪向しすことき乙り様子ソ

その尽劈や，写真と共に招介する禰七｀・

-－－－－・－ｏ－・－

･_ａ)－

ジ

べ＞-ｏ心心-（〉-○－

ておいて．妻とにZんご、夢中にな

って奮べるａりゼ‾可が、仲ノマ減りま

怯ん．つい、曰ごろ(刀ぐ玄で、足

冷光ひ方彦七苫労しで零べていゐ

乙、奥さんが．乙乙じゃ、そんな

ことをして含べろと二笑片銚政すよ

ど、手つきもあざやかに、綬乞は

オホーツクａ霧い海ａ幸じ、ジ々スノ？－

　　

トー番北ひ座具

　

千首弩子ちゃん

　

、雄武町幌内・〕

　

訪柏北功はとl,二j27日(水)。ほ乙削乙まみれたJ本を。大火

あ乙万言球泌妨賜ど決してから、約吊分ほど卑を走らせて、

晩内にっい七乙列Ｊ

　

夕方のみ呼。礁で出てきて、乙れば少し

坦く伴ドノ匿猷ﾉｙケ鳥。

　

晩ﾚｙ乙ぶよぐニ弓聡洛は

　

こじんまりしレてご静かなたた

ずJ｡いて七尾。

オホーツクぶ岸にはめずらしく、声紅なフていて、集薄は｡

/jヽ高い乙乙ろにあり彦し把。

　

ご｀主人ぽ俘放ク)光生。

粛衣こず徊ふ二すぐに教えて＜机ぶした。

盾百池ちじつ疋っ化、野球必チームひそダデテンをしている

ど士人は、乙坦1)｀心肺兪に出発ずゐ。しいうのに･抜けて。

叙々を廓脱Fして＜九政レ配。

これから塔四手で行／のは入褒だ乙いう(フ)ざ、遊竟ヽに甘尤て

箔んことにしたじ牝ん、奥どんが、一かか之も毛がニを捨っ

てきぷした。

日ごろ、めったにお目にひひれないえ刀゛こ二です。

何を巨的に行'７たのか、しいう乙乙は、刀ノくンご乃甲に:しまっ
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ごすっご主人は‥力ニッて・ば、案外麦きる食物ざ々エ

　

こ

乙の子供なんか還かき毛しない乙、£つしやって∧71こには

手をンつけj=已ん。

そして。我／７２λの前七は山こつま飢だｔが＝、

こんな海星ごはないどﾌ!茫が、λλ乙も、なぜか管がﾉJyさくな

ってしまってーゾイらあ芭っても胃に入っていかなくな、て

しま。たJの亡す。

をして。大きなタコら兄が宏こ遼たりして。大ヘンごし瓦。

　

聊ズク)アッコちゃんはレタ／マ尽耶気昧ごで丁っていたし、

せと7,＝乙キち９んが

　

乙タごきごずかり。モーレッにあばれて

お母ごんを毘らざていゐぶざ。ゼメ2は。そタ向、ストーブ七)

七げでしご主人し

　

ウ４ス苧一などづチ四ノーヂビりやりなが

卜幌内乙いう衝訊ことなどを癩いこいＪした。

迦が二ひこ

乙　フコが

１ごそばご

たくさんご

坦ゐここ、
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ソマベがyヽヽ｀｡｀ヶツごと､ｋろこと、ギツネが家ａ婁まで来るが｀、

絃謳ぎc丿乙ダ、言げドゴツyレヽで?ニ

　

ダｙスノぐｰが。乙乙・浹

乙七竹こ光八が

　

しごし員]しいこ（奥さんが、加工賃

卯○円也を出して、きれい言路輪ヤ

　

帯どめなどにしていｊ

し七。
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全釦筋無力症友の公北海並煙哨所
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